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寺
社
を
中
心
に
鎌
倉
の
魅

力
を
発
信
す
る
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
登
場
し
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
鎌
倉
ボ
ン

ズ
く
ん
」
が
昨
年
10
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
作
ら
れ
た

カ
レ
ン
ダ
ー
で
、
２
作
目
。

　
ボ
ン
ズ
く
ん
と
相
棒
犬
い

る
も
ん
の
イ
ラ
ス
ト
が
月
ご

と
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
１
月
は
富

士
山
を
背
に
雪
だ

る
ま
、２
月
は「
福

来
た
る
」
と
豆
ま

き
、
５
月
は
こ
い

の
ぼ
り
で
空
を
泳

い
だ
り
、
８
月
は

サ
ー
フ
ィ
ン
、
10

月
は
ラ
ジ
オ
体

操
を
し
た
り
し
て

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描

か
れ
て
い
る
。

　
鎌
倉
の
寺
社
の
行
事
、
禅

語
や
お
参
り
の
心
得
も
載
っ

て
い
る
。
満
月
の
日
マ
ー
ク

入
り
。

　
１イ

イ
ク
ニ

１
９
２
円
、
鎌
倉
・
北

鎌
倉
・
大
船
・
藤
沢
、
各
駅

周
辺
の
書
店
や
通
信
販
売

で
。（
売
り
上
げ
の
３
％
を

鎌
倉
風
致
保
存
会
に
寄
付
）

　
北
鎌
倉
の
臨
済
宗
円
覚
寺

発
行
の
カ
レ
ン
ダ
ー
。

　
臨
済
宗
円
覚
寺
派
第
２
１

８
世
管
長
横
田
南
嶺
老
師
の

揮
毫
の
書
画
13
作
。

　
表
紙
の
「
慈
光
」
か
ら
始

ま
り
、
１
月
は
「
日
新
日
日

新
（
日
に
新
た
に
日
々
に
新

た
な
り
）」、
４
月
は
「
道
は

前
に
あ
る
　
ま
っ
す
ぐ
に
行

こ
う
　
山
頭
火
」、
10
月
は

墨
絵
の
上
に
「
廓か

く
然ね

ん
無む

し
ょ
う

聖
」、

そ
し
て
12
月
「
光
陰
惜
し
む

べ
し
」で
締
め
く
く
ら
れ
る
。

　
卓
上
タ
イ
プ
で
タ
テ
10
・

５
㌢
×
ヨ
コ
20
・
５
㌢
。
　

６
０
５
円
（
税
込
）、
境
内

売
店
で
販
売
。
円
覚
寺
☎

０
４
６
７
・
22
・
０
４
７
８

　
北
鎌
倉
の
臨
済
宗
建
長
寺

派
大
本
山
建
長
寺
の
発
行
。

臨
済
宗
建
長
寺
僧
堂
柏
林

室
・
酒
井
泰
玄
老
師
の
揮
毫

の
書
で
構
成
。

　
１
・
２
月
の
「
福
禄
寿
」

に
始
ま
り
、
３
・
４
月
「
雲

無
心
」、
５
・
６
月
「
花
無

心
」、
７
・
８
月
「
瀧
自
涼
風

来
（
瀧
自
ず
か
ら
涼
風
来
た

る
」、
９
・
10
月
の
「
日
々

是
好
日
」
11
・
12
月
の
「
担

雪
填
井
（
雪
を
担
っ
て
井
を

填う
ずむ

）」
で
締
め
く
く
る
。

　
現
代
語
表
記
が
添
え
ら

れ
、
月
ご
と
の
同
寺
の
行
事

予
定
も
記
載
。
書
は
台
紙
か

ら
取
り
外
し
て
墨
書
作
品
と

し
て
飾
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
タ
テ
７
３
０
㍉
×
ヨ
コ

３
１
０
㍉
。
１
５
０
０
円

（
税
込
み
）。
総
門
左
側
の
朱

印
所
で
販
売
。
建
長
寺
☎

０
４
６
７
・
22 

・
０
９
８
１

　
中
世
宗
様
仏
具
を
源
流
と

す
る
鎌
倉
彫
の
中
か
ら
室
町

時
代
〜
明
治
・
大
正
期
に
か

け
て
制
作
さ
れ
た
作
品
を
中

心
に
掲
載
し
て
い
る
。

　
１
・
２
月
の
「
菊
唐
草
硯

箱
」
か
ら
始
ま
り
、
３
・
４

月
「
牡
丹
文
軸
盆
」、
５
・
６

月
「
蓮
池
文
透
彫
経
机
」
と

多
様
な
用
途
で
制
作
さ
れ
た

品
々
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
７
・
８
月
「
蝶
蜻
蛉
文
硯

箱
」、
９
・
10
月
「
払ほ

っ
す子

文
長
方
盆
」、
11
・
12
月

「
茘れ
い
し枝

文
香
合
」
な
ど
、
彫

り
も
文
様
も
塗
り
も
さ
ま
ざ

ま
で
、
仏
師
を
起
源
と
す
る

鎌
倉
彫
の
技
量
の
高
さ
が
う

か
が
え
る
。

　
タ
テ
６
８
５
㍉
×
ヨ
コ

３
３
０
㍉
。
由
比
ガ
浜
の
鎌

倉
彫
工
芸
館
と
小
町
２
丁
目

の
鎌
倉
彫
会
館
な
ど
で
販

売
。
１
５
０
０
円
（
税
込

み
）。
伝
統
鎌
倉
彫
事
業
協

同
組
合
☎
０
４
６
７
・
23
・

０
１
５
４

　
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の

13
人
」
で
盛
り
上
が
っ
た
鎌

倉
。
鎌
倉
市
観
光
協
会
が
作

製
し
た
、
今
回
23
作
目
の
カ

レ
ン
ダ
ー
は
「
Ｉ
Ｚ
Ａ
（
い

ざ
）
鎌
倉
」。

　
鎌
倉
の
伝
統
行
事
の
流
鏑

馬
、
静
の
舞
、
薪
能
が
表
紙

を
飾
り
、
２
カ
月
ご
と
に
鎌

倉
な
ら
で
は
の
風
景
写
真
を

掲
載
し
て
い
る
。
写
真
は
主

に
同
協
会
主
催
の
「
鎌
倉
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
入
選
作
品
で
、

１
・
２
月
は
明
月
院
の
円
窓

と
雪
景
色
「
雪
の
悟
り
の

窓
」（
吉
川
亜
紀
さ
ん
）、３
・

４
月
は
建
長
寺
の
満
開
の
サ

ク
ラ
「
春
爛
漫
」（
早
野
未

明
さ
ん
）、

７
・
８
月

大
輪
の
ハ

ス
か
ら
飛

び
出
し
て

き
た
ハ
チ

「
夏
だ
飛

び
出
せ
」

（
三
井
田

ひ
ろ
み
さ

ん
）、
９
・

10
月
は
夕

日
に
照
ら

さ
れ
て
走

る
江
ノ
電

「
サ
ン
セ
ッ
ト
・
ト
レ
イ
ン
」

（
井
上
貴
子
さ
ん
）
11
・
12

月
は
紅
葉
と
横
須
賀
線
の
流

し
撮
り
「
横
須
賀
線
　
紅
葉

流
し
」（
田
口
禎
児
さ
ん
）と
、

い
ず
れ
も
創
意
あ
ふ
れ
る
作

品
が
揃
っ
て
い
る
。

　
日
干
支
や
鎌
倉
市
寺
社
の

花
暦
も
掲
載
し
、
鎌
倉
散
策

に
も
役
立
つ
よ
う
に
し
て
い

る
。

　
Ｂ
４
判
、
１
３
２
０
円

（
税
込
み
）。
同
協
会
事
務

所
（
鎌
倉
市
御
成
町
）
の
ほ

か
鶴
岡
八
幡
宮
境
内
の
鎌
倉

殿
の
13
人
大
河
ド
ラ
マ
館
売

店
な
ど
で
販
売
。
同
協
会
☎

０
４
６
７
・
23
・
３
０
５
０

　「
乗
っ
て
楽
し
い
、
撮
っ

て
楽
し
い
」
湘
南
モ
ノ
レ
ー

の
魅
力
が
存
分
に
つ
ま
っ
た

カ
レ
ン
ダ
ー
。

　
今
年
で
６
回
目
と
な
る

「
２
０
２
３
年
カ
レ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
多

数
の
応
募
作
品
か
ら
選
ば
れ

た
入
賞
作
品
14
点
で
構
成
。

　
表
紙
は
最
優
秀
作
品
「
瞬

発
閃
光
」（
小
路
貴
さ
ん
）で
、

車
両
の
上
部
の
空
間
に
太
陽

が
入
り
、
ま
る
で
車
両
自
体

か
ら
光
が
出
て
い
る
よ
う
に

撮
影
し
て
い
る
。

　
12
月
の
疾
走
す
る
写
真

（
宮
側
雅
之
さ
ん
）
か
ら
始

ま
り
、
１
月
は
富
士
山
を

背
景
に
（
長
谷
田
一
平
さ

ん
）、
２
月
「
雪
の
日
」（
松

山
進
さ
ん
）、
３
月
「
そ
ら

へ
…
」（
後
藤
秀
人
さ
ん
）、

４
月
「
桜
の
季
節
」（
矢
島

崇
さ
ん
）、
５
月
「
ツ
ツ
ジ

ロ
ー
ド
・
初
夏
の

風
」（
勢
津
文
忠

さ
ん
）、
６
月
の

ア
ジ
サ
イ
と
（
林

亮
一
さ
ん
）、
７

月
は
花
火
と
（
和

田
一
彦
さ
ん
）、

８
月
は
海
を
背
景

に
（
山
田
啓
之
さ

ん
）、
９
月
の
田

園
風
景
（
関
根
克

義
さ
ん
）、
10
月

　
１
９
０
２
年
の
鉄
道
開
業

か
ら
今
年
、
１
２
０
周
年
を

迎
え
た
江
ノ
電
。

　
地
域
の
公
共
機
関
と
し
て

生
活
の
中
に
溶
け
込
む
と
と

も
に
、
観
光
客
に
も
愛
さ
れ

て
い
る
江
ノ
電
の
姿
を
、
藤

沢
市
に
ア
ト
リ
エ
を
も
つ
画

家
湯
浅
誠
さ
ん
が
描
く
。

　
江
ノ
電
沿
線
の
風
景
画
７

点
で
構
成
す
る
カ
レ
ン
ダ
ー

は
、
今
年
で
12
作
目
。

　
表
紙
の
「
藤
沢
駅
俯ふ

か
ん瞰

」

は
、
江
ノ
電
藤
沢
駅
周
辺
を

上
方
か
ら
捉
え
た
絵
で
、
絵

の
下
に
「
い
ざ
鎌
倉
！
古
は

武
士
の
心
構
え
　
今
は
江
ノ

電
で
」の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
。

　
１
・
２
月
の
「
七
里
ヶ
浜

の
水
仙
」、
３
・
４
月
「
段
葛

の
桜
」、
７
・
８
月
「
海
か
ら

の
鎌
倉
高
校
前
駅
」、
11
・

　
今
回
の
写
真
は
、

「
オ
ズ
マ
ガ
ジ
ン
×

江
ノ
電 

鎌
倉
よ
り

み
ち
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
６
千

点
以
上
の
応
募
作

品
か
ら
「
江
ノ
電

カ
レ
ン
ダ
ー
賞
」

八
雲
と
巡
る
鎌
倉
・
江
の
島
の
旅

　
池
田
雅
之

49

ア
ル
ぺ
入
居
者
の
急
病
に
多
額
の
募
金
集
ま
る

演
劇
生
か
し
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
も

　
祖
国
の
紛
争
な
ど
で
日
本
に

逃
れ
、
難
民
申
請
中
の
人
た
ち

が
身
を
寄
せ
る
シ
ェ
ル
タ
ー

「
ア
ル
ぺ
な
ん
み
ん
セ
ン
タ
ー
」

（
鎌
倉
市
十
二
所
）。
緑
に
囲
ま

れ
た
こ
の
施
設
を
、
鎌
倉
朝
日

の
取
材
で
訪
れ
て
か
ら
１
年
に

な
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
イ
エ
ズ
ス

会
修
道
院
の
土
地
と
建
物
を
借

り
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ル
ぺ
な

ん
み
ん
セ
ン
タ
ー
が
２
０
２
０

年
４
月
か
ら
運
営
し
て
い
る
。

今
年
11
月
半
ば
時
点
の
入
居
者

は
８
カ
国
、
13
人
。
今
夏
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
も
一
時
受
け

入
れ
た
。
運
営
費
は
全
国
か
ら

の
寄
付
金
で
ま
か
な
っ
て
い

る
。

　
ま
だ
開
設
３
年
だ
が
、
今
年

11
月
に
は
、
神
奈
川
県
弁
護
士

会
か
ら
人
権
賞
が
贈
ら
れ
た
。

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
の
有
川
憲

治
さ
ん
は
授
賞
ス
ピ
ー
チ
で

「
国
を
追
わ
れ
た
難
民
と
友
達
、

友
人
と
な
り
、
名
前
で
呼
び
合

い
、
互
い
に
支
え
合
う
関
係
づ

く
り
を
地
域
社
会
で
進
め
る
。

こ
れ
が
私
た
ち
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
あ
り
、
地
域

全
体
で
取
り
組
む
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
も
あ
る
」
と

語
っ
た
。

　
日
本
で
カ
レ
ー
店
を

開
き
た
い
と
い
う
ス
リ

ラ
ン
カ
出
身
の
男
性
リ

ヴ
ィ
さ
ん
は
、
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
る
人
に
特

製
の
カ
レ
ー
や
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー

を
振
る
舞
っ
て
い
る
。

　
敷
地
内
の
畑
で
は
、
入
居
者

と
近
隣
住
民
が
一
緒
に
野
菜
を

育
て
て
い
る
。
リ
ヴ
ィ
さ
ん
ら

が
市
内
の
小
学
校
を
訪
問
し

暮
ら
し
の
彩
り
、
日
々
の
道
し
る
べ
に

　
10
月
11
日
は
秋
晴
れ
で
す

が
す
が
し
い
天
気
に
恵
ま

れ
、
私
た
ち
は
20
人
ほ
ど
で

小
泉
八
雲
の
足
跡
を
巡
る
鎌

倉･

江
の
島
バ
ス
ツ
ア
ー
に

出
か
け
た
。
１
３
０
年
昔
、

八
雲
が
あ
か
ず
眺
め
た
で
あ

ろ
う
当
地
の
ラ
ン
ド
・
ス

ケ
ー
プ
を
追
体
験
す
る
巡
礼

の
旅
で
あ
る
。
３
、４
年
前

か
ら
藤
沢
の
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
・
湘
南
ア
カ
デ
ミ
ア

で
八
雲
と
古
事
記
の
講
座
を

担
当
し
て
い
る
が
、
今
回
初

め
て
野
外
活
動
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
。

　
円
覚
寺
総
門
前
に
集
ま

り
、
江
の
島
・
藤
沢
へ
と
至

る
１
日
コ
ー
ス
の
小
旅
行
で

あ
る
。
ま
ず
円
覚
寺
塔
頭
・

帰
源
院
の
富
澤
ご
住
職
か
ら

帰
源
院
の
由
来
や
、
洪お

お
鐘か
ねの

お
話
を
頂
き
、
建
長
寺
の
塔

頭
・
円
応
寺
に
向
か
っ
た
。

寺
で
は
ご
住
職
が
わ
ざ

わ
ざ
お
迎
え
く
だ
さ
っ

た
。
そ
し
て
、
閻
魔
様

の
も
う
一
つ
の
性
格
、

優
し
さ
、
包
容
力
に
つ

い
て
貴
重
な
話
を
さ
れ

た
。
建
長
寺
の
ご
本
尊

の
地
蔵
菩
薩
と
閻
魔
様

は
二
身
同
体
と
い
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
必
ず

し
も
、
人
間
を
裁
き
、
地
獄

送
り
す
る
だ
け
の
仏
様
で
は

な
い
こ
と
を
知
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
私
た
ち
一
行
は

鎌
倉
市
内
を
通
り
、
高
徳
院

の
大
仏
見
学
に
向
か
っ
た
。

鎌
倉
の
大
仏
は
、
八
雲
が
大

変
感
激
し
た
仏
様
で
あ
る
。

「
鎌
倉
」
を
５
人
、「
能
」
を
10
人
に
。
往
復
ハ
ガ
キ
に

希
望
カ
レ
ン
ダ
ー
名
と
鎌
倉
朝
日
の
感
想
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
１
面
題
字
下
の
住

所
の
鎌
倉
朝
日
へ
。
12
月
９
日
消
印
有
効
。
多
数
抽
選
。

＊
愛
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

八
雲
は
大
仏
様
の
慈
顔
に
日

本
人
の
お
だ
や
か
な
表
情
を

重
ね
合
わ
せ
た
。
大
仏
様
の

静
け
さ
に
満
た
さ
れ
た
お
顔

か
ら
八
雲
は
日
本
人
の
霊
性

を
読
み
取
っ
た
よ
う
だ
。

　
私
た
ち
の
バ
ス
は
、
鎌
倉

大
仏
参
拝
か
ら
一
路
、
江
の

島
・
藤
沢
へ
と
ひ
た
走
っ
た
。

こ
こ
か
ら
私
た
ち
は
、
八
雲

が
立
ち
寄
っ
た
と
伝
わ
る
珍

し
い
３
つ
の
ス
ポ
ッ
ト
に
足

を
運
ん
だ
。

　
ま
ず
１
つ
は
、
極
楽
寺
へ

の
道
す
が
ら
に
立
つ
日ひ

ぎ
り限

地

蔵
尊
で
あ
る
。
八
雲
が
見
た

の
は
朽
ち
果
て
た
六
地
蔵
で

あ
っ
た
が
、今
は
改
修
さ
れ
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
つ
け
ら
れ
て

い
た
。

　
江
の
島
神
社
で
は
神
官
様

か
ら
神
社
の
由
来
と
弁
天
信

仰
に
つ
い
て
心
の
こ
も
っ
た

説
明
が
あ
り
が
た
か
っ
た
。

　
こ
の
後
、
私
た
ち
は
、
藤

沢
の
柄
沢
に
あ
る
隆
昌
院

を
お
訪
ね
し
た
。
隆
昌
院

は
日
蓮
宗
の
寺
で
あ
る
が
、

鬼
子
母
神
を
お
祀
り
す
る

寺
と
し
て
地
元
で
は
知
ら

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
ご
住

職
に
お
出
ま
し
頂
き
、
隆

昌
院
と
八
雲
の
関
係
を
詳
し

く
お
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

鬼
子
母
神
は
母
の
子
へ
の
愛

を
表
し
、母
性
の
神
で
あ
る
。

八
雲
は
幼
少
期
に
母
と
生
き

別
れ
、
生
涯
、
母
な
る
も
の

を
求
め
て
い
た
。
八
雲
の
こ

の
心
が
、
街
の
中
心
か
ら
離

れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
隆
昌
院

を
探
し
当
て
、
そ
こ
で
、
と

て
も
小
さ
な
鬼
子
母
神
様
に

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
私
た
ち
が
訪
れ
た

の
は
、
藤
沢
駅
北
口
付
近
に

あ
る
庚

こ
う
し
ん
ど
う

申
堂
で
あ
る
。
こ
の

お
堂
は
、
町
ゆ
く
人
に
は
到

底
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
な
質

素
な
お
堂
で
あ
る
。
八
雲
は

こ
の
道
の
神
を
祀
る
お
堂
を

見
て
、
日
本
の
近
代
化
と
と

も
に
、
廃
れ
ゆ
く
日
本
の

神
々
の
末
路
に
お
も
い
を
馳

せ
た
。
こ
う
し
て
、
八
雲
の

巡
礼
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
終

わ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
・

鎌
倉
て
ら
こ
や
顧
問
）

　
訂
正
　
鎌
倉
朝
日
10
月
号

の
「
心
の
ふ
る
里
を
行
く
」

48
の
タ
イ
ト
ル
「
本
人
の
幸

福
度
は
な
ぜ
低
い
の
か
」
は

「
日
本
人
の
幸
福
度
は
な
ぜ

低
い
の
か
」の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

て
、
体
験
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
活
動
も
始
め
て
お
り
、
鎌

倉
市
民
と
の
交
流
が
深
ま
っ
て

い
る
。

　
そ
し
て
、
介
護
の
資
格
を

取
っ
て
セ
ン
タ
ー
を
巣
立
ち
、

働
き
始
め
る
人
な
ど
も
出
て
き

た
。
だ
が
、
何
年
待
っ
て
も
難

民
認
定
さ
れ
な
い
入
居
者
た
ち

は
、
働
い
て
金
銭
を
得
る
こ
と

を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
自
立

で
き
な
い
。
健
康
保
険
も
使
え

な
い
の
で
、
大
病
を
患
っ
て
治

療
を
受
け
る
と
多
額
の
医
療
費

が
の
し
か
か
っ
て
く
る
。

　
今
年
９
月
、
恐
れ
て
い
た
事

態
が
起
こ
っ
た
。
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
ッ
シ
ュ
出
身
の
50
代
の
男

性
が
突
然
、
脳
梗
塞
で
倒
れ
た

の
だ
。
治
療
で
命
は
助
か
っ
た

が
、
病
院
に
医
療
費
の
全
額
自

己
負
担
を
求
め
ら
れ
、
以
後
の

リ
ハ
ビ
リ
も
宙
に
浮
く
状
況
に

直
面
し
た
。

　
こ
の
危
機
を
救
っ
た
の
が
、

多
く
の
人
の
善
意
だ
っ
た
。
セ

ン
タ
ー
が
男
性
の
た
め
の
募
金

を
10
月
末
ま
で
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
、
６
０
０
万
円
に
到
達
。

リ
ハ
ビ
リ
は
済
生
会
の
系
列
病

院
が
無
料
低
額
診
療
で
受
け
入

れ
て
く
れ
た
。

　
し
か
し
、
不
安
定
な
境
遇
が

長
年
続
く
入
居
者
に
は
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
も
襲
い
掛

か
る
。
有
川
さ
ん
は
語
る
。「
自

分
で
生
き
る
力
が
あ
る
の
に
、

全
て
を
人
に
依
存
し
て
生
き
ざ

る
を
得
な
い
生
活
は
つ
ら
い
。

だ
か
ら
自
分
の
殻
に
閉
じ
こ
も

る
人
も
い
る
。
難
民
認
定
や
在

留
資
格
が
出
る
目
途
が
立
た
な

い
と
、
将
来
へ
の
意
欲
を
持
ち

続
け
る
の
は
難
し
い
。
温
か
い

支
援
に
感
謝
し
、
笑
顔
を
み
せ

て
い
る
入
居
者
で
も
、
心
の
奥

底
に
は
忍
耐
と
悲
哀
が
あ
る
」。

　
入
居
者
の
中
に
は
、
う
つ
病

や
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
患
う
人
が
少
な

く
な
い
。
精
神
科
医
の
定
期
的

な
診
察
は
受
け
ら
れ
る
が
、
こ

こ
ろ
の
不
調
か
ら
の
回
復
に
は

医
療
以
外
の
サ
ポ
ー
ト
も
欠
か

せ
な
い
。

　
そ
こ
で
、
筆
者
が
有
川
さ
ん

に
提
案
し
た
の
が
、
演
劇
を
活

用
し
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ

ー
ト
だ
。筆
者
は
近
年
、ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
活
動
の
他

に
、
精
神
疾
患
の
あ
る
人
を
対

象
と
し
た
演
劇
学
校
「
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ
ア
ク
タ
ー
ズ
ス
ク
ー

ル
」に
関
わ
っ
て
い
る
。ス
ク
ー

ル
生
の
実
体
験
を
も
と
に
、
半

年
以
上
か
け
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
劇

を
作
り
、
本
格
的
な
舞
台
で
有

料
公
演
を
行
う
。
開
校
２
年
目

な
が
ら
注
目
を
集
め
、
神
奈
川

県
の
補
助
金
や
横
浜
市
関
連
の

助
成
金
を
受
け
て
い
る
。

　
今
年
11
月
の
横
浜
公
演
も
満

員
札
止
め
と
な
る
人
気
で
、
出

演
者
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

は
劇
的
に
改
善
し
た
。
演
劇
づ

く
り
を
通
し
て
自
ら
の
体
験
を

捉
え
直
し
た
り
、
上
下
関
係
の

な
い
仲
間
と
の
一
体
感
を
味

わ
っ
た
り
、
観
客
を
深
く
感
動

さ
せ
た
り
す
る
体
験
が
、
医
療

に
負
け
な
い
効
果
を
生
み
出
し

て
い
る
の
だ
。
ス
ク
ー
ル
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
動
画
も
掲
載

し
て
い
る
の
で
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。

　
ス
ク
ー
ル
の
練
習
拠
点
は
横

浜
だ
が
、
新
た
な
練
習
拠
点
と

し
て
セ
ン
タ
ー
を
使
わ
せ
て
も

ら
い
、
入
居
者
を
交
え
た
定
期

的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し

て
来
年
中
に
は
、
入
居
者
も
出

演
す
る
公
演
を
横
浜
か
鎌
倉
で

開
催
し
た
い
。
そ
の
先
に
、
国

籍
も
心
身
の
障
害
も
関
係
な

く
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
ご

ち
ゃ
ま
ぜ
に
暮
ら
す
楽
し
い
社

会
を
見
据
え
な
が
ら
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

佐
藤
光
展

リヴィさんが入れてくれる
スリランカ風ミルクティー

八雲ツアーの皆さんと江の島
で＝後列中ほどが筆者

２
０
２
３
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー

　
本
紙
１
面
「
鎌
倉
み
ほ
と

け
紀
行
」で
お
な
じ
み
の〝
古

都
グ
ラ
フ
ァ
ー
〞
原
田
寛
さ

ん
の
作
品
集
「
鎌
倉
彩
光
」。

　『
湘
南
ス
タ
イ
ル
』
の
編

集
で
、
鎌
倉
の
四
季
12
景
を

１
カ
月
ご
と
に
掲
載
。

　
表
紙
の
長
谷
寺
の
サ
ク
ラ

に
始
ま
り
、
１
月
は
雪
の
浄

智
寺
、
２
月
の
常
立
寺
の
ウ

メ
、３
月
の
九
品
寺
の
ボ
ケ
、

４
月
の
鶴
岡
八
幡
宮
の
サ
ク

ラ
と
寺
社
を
彩
る
花
々
が
色

鮮
や
か
に
写
し
出
す
。

　
７
月
の
本
覚
寺
の
ハ
ス
や

11
月
の
妙
本
寺
の
イ
チ
ョ
ウ

黄
葉
か
ら
は
神
々
し
さ
が
か

も
し
出
さ
れ
、
10
月
の
稲
村

ガ
崎
の
海
岸
に
咲
く
ツ
ワ
ブ

キ
の
向
こ
う
に
望
む
江
の
島

な
ど
、
鎌
倉
な
ら
で
は
の
風

景
に
心
和
む
。「
鎌
倉
の
四

季
花
暦
」も
掲
載
し
て
い
る
。

　
１
６
５
０
円
（
税
込
み
）。

星
月
写
真
企
画
☎
０
４
６
７

・
23
・
３
６
９
４

　
逗
子
市
観
光
協
会
は
「
逗

子
旅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
企
画

で
過
去
３
回
、「
逗
子
旅
カ

レ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
入
賞
作
品
で
カ
レ
ン

ダ
ー
を
作
製
し
て
き
た
。
今

年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
フ
ォ
ト
コ

ン
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
、

「
逗
子
旅
サ
イ
ト
」「
逗
子

フ
ォ
ト
」
の
作
品
で
作
製
。

　
表
紙
は
、
来
年
の
干
支
、

ウ
サ
ギ
に
ち
な
ん
で
、
大
崎

公
園
の
ウ
サ
ギ
を
型
取
っ
た

泉
鏡
花
文
学
碑
。
月
ご
と
に

表
紙
を
含
め
て
13
点
の
写
真

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
逗
子
海
岸

の
ウ
イ
ン
ド

サ
ー
フ
ィ
ン

（
１
月
）・
花

火
大
会
（
５

月
）・
Ｎ
Ｉ

Ｇ
Ｈ
Ｔ
　
Ｗ

Ａ
Ｖ
Ｅ
（
10

月
）、
小
坪
漁
港
の
ワ
カ
メ

干
し
（
２
月
）、
小
坪
須
賀

神
社
の
夏
祭
り
（
７
月
）、

池
子
の
森
の
フ
ク
ロ
ウ
（
９

月
）、
紅
葉
の
ま
ん
だ
ら
堂

や
ぐ
ら
群
（
11
月
）
な
ど
、

い
ず
れ
も
逗
子
な
ら
で
は
の

風
景
が
楽
し
め
る
。

　
Ａ
３
サ
イ
ズ
、
５
０
０
円

（
税
込
み
）。
逗
子
市
観
光
協

会
（
市
役
所
２
階
経
済
観
光

課
内
）、
ス
ズ
キ
ヤ
な
ど
で

販
売
。
逗
子
市
観
光
協
会
☎

０
４
６
・
８
７
３
・
１
１
１
１

「
地
面
す
れ
す
れ
っ
！
」（
石

黒
泰
大
さ
ん
）、
11
月
「
紅

葉
散
策
」（
桑
原
浩
幸
さ
ん
）、

12
月
は
夜
景
（
竹
田
孝
旭
さ

ん
）
と
、
力
作
ぞ
ろ
い
。

　
見
開
き
Ａ
３
判
、
７
０
０

円
（
税
込
み
）。
湘
南
モ
ノ

レ
ー
ル
☎
０
４
６
７
・
45
・

３
１
８
１

12
月
「
夕
日
の
踏
切
」
ほ
か
、

四
季
の
移
ろ
い
の
中
で
江
ノ

電
と
と
も
に
行
き
交
う
人
の

姿
や
自
転
車
な
ど
が
ほ
の
ぼ

の
と
描
か
れ
て
い
る
。

　
Ａ
２
判
、１
３
０
０
円（
税

込
み
）。
江
ノ
電
主
要
駅
や

売
店
な
ど
で
販
売
。

に
選
出
さ
れ
た
13
点
。

　
表
紙
は
、
江
ノ
電
開
業

１
２
０
周
年
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー

ク
を
付
け
た
車
両
。富
士
山
、

夕
日
、
サ
ク
ラ
、
ア
ジ
サ
イ
、

鎌
倉
高
校
駅
、
湘
南
の
宝
石

な
ど
、
江
ノ
電
沿
線
の
季
節

の
移
ろ
い
や
人
気
ス
ポ
ッ
ト

の
写
真
が
月
ご
と
に
並
ぶ
。

　
タ
テ
１
７
５
㍉
×
ヨ
コ

１
５
３
㍉
。
使
用
後
は
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
可
。

　
万
葉
集
に
詠
ま
れ
て
い
る

野
の
花
を
水
彩
で
描
き
、
万

葉
歌
を
添
え
て
い
る
。
絵
と

書
は
鎌
倉
市
在
住
の
野
の
花

画
家
・
阿
見
み
ど
り
さ
ん
。

　
１
月
は
小
竹
と
ツ
バ
キ
で

「
小さ

さ竹
の
葉
は
み
山
も
さ
や

に
乱
る
と
も
わ
れ
は
妹い

も
思
う

別
れ
来
ぬ
れ
ば
　
柿
本
人
麻

呂
」。
７
月
は
ネ
ム
ノ
ハ
ナ

で
「
吾わ

ぎ
妹も

こ子
が
形

見
の
合ね

ぶ
歓
木
は
花

の
み
に
咲
き
て
け

だ
し
く
実
も
な
ら

じ
か
も
　
大
伴
家

持
」
と
、
月
ご
と

に
野
の
花
が
し
な

や
か
な
線
と
や
さ

し
い
色
彩
で
描
か

れ
て
い
て
、
添
え

ら
れ
た
歌
も
味
わ

い
深
い
。

　
卓
上
カ
レ
ン

ダ
ー
は
意
訳
・
英
訳
付
き
で

１
６
５
０
円
（
税
込
み
）。

　
こ
の
ほ
か
、
和
紙
を
使
用

し
た
Ａ
４
判
額
絵
カ
レ
ン

ダ
ー
は
、
意
訳
・
英
訳
付
き
、

８
８
０
円
（
税
込
み
）。
ミ

ニ
カ
レ
ン
ダ
ー
は
意
訳
付
き

５
５
０
円
（
税
込
み
）。
銀

の
鈴
社
☎
０
４
６
７
・
61
・

１
９
３
０

　
障
害
者
の
就
労
支
援
を
目

的
に
活
動
す
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
「
道
」
は
今
年
設

立
20
周
を
迎
え
た
。
同
法
人

が
運
営
す
る
障
害
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
道
工

房
」
で
は
、
障
害
の
有
無
に

関
係
な
く
ア
ー
ト
を
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し

て
会
員
た
ち
が

独
創
性
あ
ふ
れ

る
制
作
に
取
り

組
み
、
毎
年
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作

製
し
て
い
る
。

　
ウ
サ
ギ
や
妖

精
、
風
鈴
、
夕

暮
れ
、
ク
リ
ス

マ
ス
飾
り
な

ど
、
ど
れ
も
豊

か
な
感
受
性
と

や
さ
し
さ
あ
ふ

れ
、「
ほ
っ
こ
り
」
す
る
絵

画
12
作
品
を
集
め
た
。

　
見
開
き
Ａ
３
判
、
９
０
０

円
（
税
込
み
）。
道
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
島
森
書
店
、
有
隣
堂

藤
沢
店
な
ど
で
販
売
。
収

益
は
絵
の
作
者
た
ち
の
デ

ザ
イ
ン
料
に
。
道
工
房
☎

０
４
６
７
・
23
・
８
７
７
２

　
鎌
倉
在
住
の
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
伊
東
雅
江
さ
ん
に

よ
る
カ
レ
ン
ダ
ー
。
鎌
倉
近

郊
の
名
所
や
建
築
物
が
12
カ

月
を
彩
る
。
イ
ラ
ス
ト
の
解

説
文(

「
か
ま
く
ら
茶
話
」)

付
き
。

　
タ
テ
10
・
５
㌢
×
ヨ
コ

14
・
８
㌢
、１
１
０
０
円
（
税

込
み
）。

　
12
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
鎌
倉

市
川
喜
多
映
画
記
念
館
、
た

ら
ば
書
房
、
一
翆
堂
な
ど
で

販
売
。

　〝
心
の
版
画
家
〞
と
呼
ば

れ
る
逗
子
在
住
の
高
橋
幸
子

さ
ん
（
81
）
の
２
０
２
３
年

の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
「
す
て
き

な
焼
き
菓
子
の
作
り
方
読

本
」。

　
１
月
か
ら
12

月
ま
で
、
19
枚

の
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
版
画
に
レ

シ
ピ
を
載
せ
て

い
る
。

　
花
や
カ
エ

ル
、
魚
や
カ
タ

ツ
ム
リ
、
ネ
コ
、

小
鳥
な
ど
が
登

場
し
、「
愛
」「
や

さ
し
さ
」「
楽

し
い
仲
間
」「
喜

び
」
な
ど
を
混
ぜ
合
わ
せ
た

お
菓
子
が
出
来
上
が
る
。

　
見
開
き
Ａ
３
判
、
１
１
０

０
円
（
税
込
み
）。
高
橋
方

☎
０
４
６
・
８
７
１ 

・
５
０

７
４

　
鎌
倉
能
舞
台
が
発
行
し
て

い
る
カ
レ
ン
ダ
ー
。
　

　
表
紙
の
「
隅
田
川
」
に

始
ま
り
、「
高
砂
」（
１
月
）、

「
竹
生
島
」（
４
月
）、「
羽

衣
」（
５
月
）、「
氷
室
」（
６

月
）、「
現
在
七
面
」（
12
月
）

な
ど
春
夏
秋
冬
の
能
の
名

場
面
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

　
シ
テ
を
演
ず
る

の
は
同
能
舞
台
主

宰
の
中
森
貫
太
さ

ん
と
、
健
之
介
さ

ん
親
子
。

　
能
面
や
豪
華
絢

爛
な
衣
装
は
見
応

え
が
あ
る
。
能
と

狂
言
に
つ
い
て
英

文
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

　
見
開
き
Ａ
３
判
、
１
４
３

０
円
（
税
込
み
）。

　
問
い
合
わ
せ
鎌
倉
能
舞
台

鎌
倉
市
長
谷
３
―
５
―
13

☎
０
４
６
７
・
22
・
５
５
５

７

鎌
倉
・
逗
子
の
四
季

Ｉ
Ｚ
Ａ
鎌　

倉

鎌
倉
彩
光

逗
子
旅
カ
レ
ン
ダ
ー

　
　

２
０
２
３
「
卯
」

暮
ら
し
と
と
も
に

湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル

江
ノ
電
カ
レ
ン
ダ
ー

江
ノ
電
一
日
乗
車
券

　

「
の
り
お
り
く
ん
」
付
き　

　
　

卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー

古
に
思
い
を
は
せ
て

高
僧
の
書
や
伝
統
文
化

ア
ー
ト
作
品

万
葉　

野
の
花

天
下
禅
林

ほ
っ
こ
り
ア
ー
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

鎌
倉
能
舞
台

慈
　

光

鎌
倉
ボ
ン
ズ
く
ん

木
版
画
高
橋
幸
子

　

２
０
２
３
カ
レ
ン
ダ
ー

か
ま
く
ら
カ
レ
ン
ダ
ー　

２
０
２
３

鎌
倉
彫
カ
レ
ン
ダ
ー

昨年のかまくらカレンダー

　
１
５
０
０
円
（
税
込
み
）、

藤
沢
、
江
ノ
島
、
長
谷
、
鎌

倉
駅
で
販
売
。

　
江
ノ
電
エ
リ
ア
サ
ー
ビ
ス

☎
０
４
６
６
・
23
・
２
３
５

１


